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『
う
つ
ほ
物
語
』

「
楼
の
上
」

巻
・
京
極
邸
の
庭
園
造
詣

ー
子
の
日
の
松
と
い
ぬ
宮
造
型
か
ら
|

は
じ
め
に

「
う
つ
ほ
物
語
』
「
楼
の
上
・
上
」
巻
に
お
い
て
、
仲
忠
は
京
極
邸
の
再
興
を
、
「
仲

忠
、
こ
れ
こ
そ
は
、
一
生
の
大
き
な
る
大
事
に
思
ひ
侍
れ
」
(
八
五
一
頁
)
と
宣
言

し
、
秘
琴
伝
授
と
俊
蔭
追
善
供
養
、
そ
し
て
、
道
心
と
学
問
の
成
就
を
願
う
。
京

極
邸
再
興
に
は
、
父
兼
雅
や
愛
妻
女
一
宮
の
意
向
は
入
れ
ら
れ
ず
、
清
原
家
の
悲

願
と
し
て
始
動
す
る
。
仲
忠
の
京
極
邸
再
興
の
意
図
と
、
京
極
邸
の
庭
園
構
造
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
物
語
の
志
向
性
を
、
京
極
邸
の
庭
園
造
詣

と
人
物
造
型
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

『
う
つ
ほ
物
語
」
の
、
京
極
邸
を
中
心
と
す
る
邸
宅
の
あ
り
方
は
、
太
田
静
六

氏
に
よ
る
復
元
の
ほ
か
、
特
に
楼
閣
に
関
し
て
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
坂
本

信
道
氏
は
、
平
等
院
鳳
風
堂
の
浄
土
変
相
図
中
の
宝
楼
閣
や
寺
社
建
築
様
式
と
の

一
致
と
「
極
楽
浄
土
」
の
再
現
の
意
を
説
か
れ
、
野
口
元
大
氏
は
、
モ
デ
ル
と
し

て
中
国
様
式
を
備
え
た
源
融
邸
の
洞
清
楼
な
ど
を
想
定
さ
れ
、
道
教
の
儀
軌
や
閉

鎖
性
を
指
摘
さ
れ
る
。
伊
藤
禎
子
氏
は
楼
閣
の
禁
忌
性
と
京
極
邸
の
歴
史
の
重

さ
、
俊
蔭
一
族
の
権
力
構
造
の
変
容
を
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
庭
園
に
つ
い
て

も
、
葛
綿
正
一
氏
は
庭
園
の
美
学
と
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
る
一
一
一
奇
人
の
あ
り
方
か

ら
、
秘
琴
の
卓
越
性
を
表
す
役
割
を
指
摘
さ
れ
、
西
本
香
子
氏
は
、
種
松
の
吹
上

I-Lt 
石

音対

代

原

邸
に
神
仙
思
想
と
王
権
を
、
ま
た
水
辺
の
桂
邸
に
聖
域
を
み
る
。

庭
園
描
写
は
物
語
の
主
題
を
反
映
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
仲
忠
は
ど
の
よ

う
な
意
図
と
指
向
性
を
以
て
京
極
邸
の
空
間
を
創
り
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
物

語
の
最
終
局
面
に
造
営
さ
れ
た
京
極
邸
の
庭
園
に
は
、
『
う
つ
ほ
物
語
」
そ
の
も
の

の
志
向
性
も
表
れ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

京
極
邸
再
興

ヴ

i
旬
E
A

次
は
仲
忠
が
母
俊
蔭
娘
に
対
し
て
京
極
邸
再
興
の
意
志
を
示
す
場
面
で
あ
る
。

ア
・
こ
の
殿
も
、
さ
る
べ
き
に
も
侍
ら
ず
。
『
京
極
を
、
さ
る
べ
き
様
に
造
り

し
つ
ら
は
せ
侍
り
て
』
と
な
む
思
ひ
侍
る
。
よ
ろ
づ
の
所
よ
り
も
、
か
の
殿

を
な
む
、
し
か
も
の
せ
む
に
、
本
意
の
ご
と
侍
る
べ
き
。
殿
や
、
「
使
な
し
』

と
の
た
ま
は
せ
む
。
仲
忠
、
こ
れ
こ
そ
は
、
一
生
の
大
き
な
る
大
事
に
思
ひ

侍
れ
」
。
尚
侍
の
お
と
ど
、
「
さ
ら
な
る
御
こ
と
な
り
。
「
便
な
し
』
と
あ
り
と

も
、
そ
れ
に
や
は
。
た
だ
の
た
ま
は
む
に
の
み
こ
そ
。
か
し
こ
は
、
い
と
世

に
異
な
り
。
年
ご
ろ
思
ふ
に
、
な
ほ
、
た
だ
渡
り
住
ま
ま
ほ
し
う
思
ひ
侍
り
。

「
心
の
ど
か
に
、
昔
を
思
ひ
出
で
て
、
さ
ベ
き
尊
き
こ
と
を
も
せ
さ
せ
、
行
ひ

も
か
し
こ
に
て
せ
む
」
と
な
む
思
ひ
侍
る
」
・
:
「
よ
く
思
し
仰
せ
ら
る
る
こ
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と
な
り
。
仲
忠
も
、
世
の
中
と
い
ふ
も
の
、
常
な
き
も
の
な
り
、
静
か
に
、

時
々
は
龍
り
侍
り
て
、
見
給
へ
ま
ほ
し
き
法
文
・
書
ど
も
も
侍
り
、
「
さ
る
べ

き
昔
の
御
た
め
の
こ
と
ど
も
も
、
い
か
で
か
』
と
思
ひ
給
ふ
る
も
、
公
私
と
、

心
身
の
暇
な
く
侍
り
な
む
。
静
か
な
る
御
行
ひ
、
殿
の
御
代
の
聞
は
せ
さ
せ

給
は
じ

0

・

:

」

(

「

楼

の

上

・

上

」

八

五

一

頁

)

仲
忠
と
俊
蔭
娘
の
共
通
の
願
い
は
、
再
興
に
伴
う
「
昔
」
へ
の
回
帰
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
京
極
邸
は
、
俊
蔭
が
「
心
あ
り
し
人
の
、
急
ぐ
こ
と
な
く
て
、
心
に
入
れ

て
作
り
し
所
」
(
二
五
頁
)
で
あ
り
、
室
礼
や
結
構
に
は
俊
蔭
の
心
魂
が
龍
も
る
。

し
か
し
、
仲
忠
母
子
は
生
活
苦
か
ら
京
極
邸
を
離
れ
、
う
つ
ほ
に
流
離
す
る
。
藤

原
兼
雅
の
二
一
条
邸
も
、
本
来
は
梨
壷
の
科
で
あ
り
、
「
蔵
開
・
中
」
巻
以
降
、
女
一
二

宮
以
下
、
妻
妾
達
も
転
入
し
て
お
り
、
母
子
の
完
全
な
所
有
で
は
な
い
。
清
原
一

族
の
根
幹
に
関
わ
る
京
極
邸
再
興
は
、
老
病
死
を
意
識
す
る
俊
蔭
娘
の
流
離
と
終

の
住
処
の
問
題
に
関
わ
っ
て
い
く
。
ま
た
、
仲
忠
は
京
極
邸
建
築
の
た
め
、
二
院
を

周
旋
し
て
「
暇
」
を
求
め
る
が
、
そ
の
過
程
で
京
極
邸
が
「
も
と
、
名
高
き
宮
」

(
「
楼
の
上
・
上
」
八
五
四
頁
)
で
あ
り
、
俊
蔭
以
前
に
は
、
嵯
峨
院
の
伯
母
宮
の

邸
宅
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
(
「
滋
野
の
王
布
留
の
朝
臣
の
内
方
は
、
わ
が
伯
母
に

い
ま
そ
が
り
し
宮
」
八
五
八
頁
)
。
京
極
邸
の
再
生
は
故
俊
蔭
と
、
邸
宅
の
荒
廃
に

伴
っ
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
祖
霊
達
の
直
接
的
な
鎮
魂
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
初
、
ひ
た
す
ら
に
「
静
か
さ
」
を
求
め
た
仲
忠
の
再
興
案
は
、
仲
忠
が
要
人
で

あ
る
以
上
、
俗
界
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
ず
、
嵯
峨
院
の
行
幸
要
請
に
よ
っ

て
公
式
行
事
化
し
て
い
く
。
俊
蔭
娘
と
い
ぬ
宮
の
京
極
邸
へ
の
移
転
行
列
は
「
賀

茂
の
祭
」
(
八
六
九
頁
)
に
比
肩
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
一
家
伝
で
あ
っ
た
秘

琴
伝
授
は
、
こ
こ
で
初
め
て
公
認
化
さ
れ
る
。
伝
授
の
期
間
も
仲
忠
は
俗
界
と
の

渉
外
を
受
け
持
ち
、
行
幸
の
準
備
に
奔
走
す
る
。
仲
忠
は
諸
雑
事
を
一
身
に
引
き

受
け
る
こ
と
で
、
伝
授
の
場
の
聖
性
の
維
持
と
公
開
の
場
と
し
て
の
性
格
の
両
立

を
図
る
関
と
な
る
。
ま
た
、
仲
忠
は
院
の
臣
と
し
て
の
姿
勢
を
崩
す
こ
と
は
な
く
、

そ
の
献
身
ぶ
り
に
表
れ
る
の
は
、
二
院
の
存
在
の
重
き
で
あ
る
。
行
幸
を
強
い
る

嵯
峨
院
は
、
三
代
に
わ
た
る
俊
蔭
一
族
の
流
離
を
見
守
る
位
置
に
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
楼
の
上
」
巻
に
お
け
る
二
院
の
参
加
意
義
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。

秘
琴
披
露
の
後
、
二
院
は
京
極
邸
の
庭
園
を
回
避
し
て
賞
美
す
る
。
「
楼
の
上
・

上
」
巻
、
京
極
邸
落
成
時
の
饗
宴
で
も
、
庭
園
の
来
賓
達
は
、
二
院
に
見
せ
た
い

も
の
、
と
噂
し
合
い
、
そ
の
存
在
を
意
識
し
て
い
る
(
八
七
回
頁
)
。
物
語
の
終
末

に
至
っ
て
、
二
院
の
存
在
は
重
み
を
増
し
、
京
極
邸
遁
遣
に
お
け
る
そ
の
言
動
に

は
、
邸
宅
を
宮
廷
制
度
の
中
に
定
位
付
け
る
役
割
が
見
え
て
く
る
。

次
に
、
二
院
の
視
界
か
ら
京
極
邸
の
庭
園
造
詣
を
検
討
す
る
。

い
ぬ
宮
と
松
嵯
峨
院
大
后
の
宮
造
型
と
の
連
関
|

。凸
1
E
A
 

「
楼
の
上
・
下
」
巻
、
秘
琴
披
露
と
俊
蔭
、
京
極
邸
、
俊
蔭
娘
へ
の
叙
爵
の
後
、

二
院
は
京
極
邸
の
庭
園
を
週
連
し
て
、
楼
に
登
る
。
京
極
邸
の
庭
園
造
詣
は
ま

ず
、
朱
雀
院
の
視
座
か
ら
、
垂
直
に
落
下
す
る
大
滝
と
植
生
の
妙
が
確
認
さ
れ
る
。

山
の
高
き
よ
り
落
つ
る
滝
の
、
唐
傘
の
柄
さ
し
た
る
や
う
に
て
、
岩
の
上
に

落
ち
懸
か
り
で
湧
き
返
る
下
に
、
を
か
し
げ
な
る
五
葉
の
小
松
、
紅
葉
の
木
、

薄
ど
も
、
濡
れ
た
る
に
従
ひ
て
動
く
。
い
と
面
白
き
を
御
覧
じ
て
、
朱
雀
院
、

(
朱
雀
)
住
む
人
も
宿
も
分
か
ね
ば
同
居
し
て
世
を
尽
く
す
べ
き
心
地
こ
そ

す
れ

右
の
お
と
ど
に
、
「
う
ら
や
ま
し
の
家
の
あ
る
じ
ゃ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
い
と

と
く
、
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「
や
や
も
せ
ば
枝
さ
し
ま
さ
る
こ
の
も
と
に
た
だ
宿
木
と
思
ふ
ば

(
兼
雅
)

か
り
を

今
日
よ
り
は
、
ま
し
て
、
い
と
か
し
こ
く
こ
そ
」
と
啓
し
給
ふ
。
(
九
四
O
頁
)

楼
の
高
欄
か
ら
見
え
る
築
山
の
「
唐
傘
の
柄
」
の
様
な
滝
は
「
仙
境
の
シ
ン
ボ

ル
」
で
あ
り
、
木
立
群
と
と
も
に
異
国
情
緒
を
醸
し
て
い
る
。

朱
雀
院
は
「
住
む
人
も
宿
も
分
か
ね
ば
円
居
し
て
」
と
、
兼
雅
に
家
褒
め
の
和

歌
を
贈
り
、
兼
雅
は
、
「
枝
さ
し
ま
さ
る
」
と
、
あ
く
ま
で
仲
忠
の
徳
の
な
せ
る
も

の
、
と
謙
遜
し
、
叡
覧
を
謝
す
。
京
極
邸
再
興
に
お
い
て
門
外
漢
で
あ
っ
た
兼
雅

は
、
京
極
邸
の
庭
園
を
通
し
て
院
と
の
関
係
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
め
て
い
く
。

こ
こ
で
は
御
詠
歌
中
に
「
円
居
」
の
語
が
あ
る
こ
と
も
見
過
ご
せ
ま
い
。
「
円
居
」
は

君
臣
和
楽
の
定
型
語
棄
で
あ
り
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
中
十
八
例
確
認
さ
れ
る
。
し
か

し
、
「
源
氏
物
語
』
で
も
、
「
を
り
ふ
し
、
御
前
な
ど
の
わ
ざ
と
あ
る
歌
詠
み
の
中

に
て
は
、
円
居
離
れ
ぬ
三
文
字
ぞ
か
し
o
」
(
「
行
幸
」
③
一
一
二
八
頁
)
と
一
評
さ
れ
る

よ
う
に
、
形
式
的
で
興
趣
や
創
意
工
夫
に
欠
け
る
。
作
例
は
三
代
集
で
も
五
例
程

度
で
あ
り
、
他
の
散
文
作
品
に
も
少
な
く
、
「
う
つ
ほ
物
語
』
の
和
歌
を
特
徴
付
け

る
歌
語
で
あ
る
。
初
出
は
神
楽
歌
の
「
榊
」
、

榊
葉
の
香
を
か
ぐ
は
し
み
求
め
来
れ
ば
八
十
氏
人
ぞ
固
居
せ
り
け

る

園

居

せ

り

け

る

(

採

物

「

本

」

二

九

七

頁

)

で
あ
る
。
御
室
山
の
神
前
の
榊
葉
に
宮
人
が
集
う
内
容
で
あ
り
、
「
う
つ
ほ
物
語
」

で
も
十
一
月
御
神
楽
の
儀
式
(
「
嵯
峨
の
院
」
一
八
O
頁
、
「
菊
の
宴
」
一
一
一
O
六
百
(
)

に
神
楽
歌
「
韓
神
」
と
と
も
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
「
円
居
」

の
歌
例
を
見
る
と
、
そ
の
内
五
例
が
松
陰
に
関
わ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

①
民
部
卿
源
実
正
、
「
春
日
の
宮
」
、

氏
人
の
円
居
る
今
日
は
春
日
野
の
松
に
も
藤
の
花
ぞ
咲
く
ら
し

(
「
春
日
詣
」
一
四
O
頁
)

②
親
王
見
給
ひ
て
、
か
く
書
き
つ
け
、
民
部
卿
殿
に
奉
れ
給
ふ
。

木
隠
れ
は
陰
に
円
居
る
も
と
松
の
根
よ
り
生
ひ
た
る
末
に
あ
ら
ず
や

.
・
・
藤
宰
相
殿
、

同
居
す
る
千
歳
の
陰
の
う
れ
し
き
は
も
る
と
も
な
げ
の
松
の
陰
か
は

(
「
祭
の
使
」
一
二
四
頁
)

③
(
良
佐
)
円
居
し
て
い
づ
れ
久
し
と
藤
の
花
懸
か
れ
る
松
の
末
の
世
を
見
む

(
歌
題
「
藤
の
花
を
折
り
て
、
松
の
千
歳
を
知
る
」
「
吹
上
・
上
」
二
六
一
頁
)

①
は
春
日
社
頭
で
の
題
詠
歌
で
あ
り
、
源
氏
と
藤
原
氏
の
円
満
を
歌
う
。
歌
題

の
中
に
は
「
円
居
に
足
ら
ぬ
月
」
(
一
四
三
頁
)
も
あ
り
、
円
居
に
遅
れ
る
友
を
下

弦
の
月
に
臨
え
て
い
る
。
②
は
六
月
、
源
正
頼
邸
釣
殿
に
お
け
る
納
涼
時
の
唱
和

歌
、
③
は
吹
上
行
幸
時
の
題
詠
歌
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
饗
宴
の
主
催
者
が
松
陰
に

輪
え
ら
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
「
孝
徳
紀
」
に
は
天
皇
示
、
大
槻
の
樹
下
で
群

臣
に
忠
誠
を
誓
わ
せ
る
例
が
あ
る
。

乙
卯
に
、
天
皇
・
皇
祖
母
尊
・
皇
太
子
、
大
槻
の
樹
の
下
に
、

集
め
て
、
盟
日
は
し
め
た
ま
ふ
。

口叫
υ

守

1
4

群
臣
を
召
し

(
大
化
元
年
六
月
十
九
日
条
下
巻
二
七
O
頁
)

大
化
の
改
新
後
の
新
体
制
は
、
大
槻
の
下
で
の
誓
約
に
よ
っ
て
固
ま
り
、
中
央

集
権
を
志
向
す
る
。
先
の
①
②
、
正
頼
政
体
下
に
お
け
る
樹
下
の
唱
和
歌
は
、
源

家
を
中
心
と
す
る
権
力
の
集
中
を
、
こ
と
あ
る
毎
に
確
認
し
合
う
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
先
に
三
田
村
雅
子
氏
が
詳
論
さ
れ
る
通
り
、
物
語
に
お
け
る
木
の
陰
の
輸

は
、
一
族
の
過
去
、
権
力
、
庇
護
、
さ
ら
に
は
自
己
同
一
性
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
そ
の
論
理
が
展
開
す
る
が
、
特
に
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
場
合
に
は
松
の

描
写
が
特
徴
的
で
あ
る
。
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『
う
つ
ほ
物
語
』
中
の

「松
」
詠
を
見
る
と
、
い
ぬ
宮
の
生
誕
儀
礼
に
関
わ
る

例
が
多
い
。
次
は
い
ぬ
宮
の
七
日
の
産
養
の
歌
群
の

一
例
で
あ
る
。

(
中
務
の
宮
)
木
高
く
て
涼
し
き
陰
に
宮
人
の
同
居
す
る
ま
で
生
ひ
ょ
姫
松

(
「
蔵
開
・
上
」
四
八
六
頁
)

新
生
児
い
ぬ
宮
は
「
姫
松
」
に
輸
え
ら
れ
、
将
来
、
そ
の
陰
の
下
で
の
「
宮
人

の
円
居
」
が
幻
視
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
同
種
の
賛
歌
が
、

(
忠
雅
)
二
葉
よ
り
生
ひ
並
び
つ
つ
姫
松
は
な
み
を
は
ま
さ
て
千
代
は
過
ぎ

な
む

(
源
実
正
)
若
緑
二
葉
に
見
ゆ
る
姫
松
の
嵐
吹
き
立
つ
世
を
も
見
て
し
か

(
源
涼
)
姫
松
を
林
と
生
ほ
す
こ
の
宿
に
い
く
度
千
代
を
数
へ
来
ぬ
ら
む

(
源
忠
澄
)
緑
子
の
多
か
る
中
に
二
葉
よ
り
よ
ろ
づ
世
見
ゆ
る
宿
の
姫
松

(
「
蔵
開
・
上
」
四
八
六
1
四
八
七
頁
)

と
繰
り
返
さ
れ
る
。
網
谷
厚
子
氏
は
い
ぬ
宮
誕
生
と
姫
松
の
輸
を
、
「
正
頼
が
外

戚
と
し
て
繁
栄
し
て
い
く
将
来
を
予
祝
す
る
臨
」
と
さ
れ
、
首
肯
さ
れ
る
が
、
更

に
こ
の
輸
に
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
志
向
性
も
読
み
取
れ
よ
う
。
い
ぬ
宮
が
成
長

し
、
繁
栄
す
る
未
来
の
理
想
像
は
、
成
長
し
た
大
樹
の
下
で
、
人
々
が
「
円
居
」

る
姿
で
あ
る
。
神
楽
歌
を
下
敷
き
に
唱
和
さ
れ
る
こ
と
で
、
一
座
の
共
通
認
識
と

な
っ
て
い
る
。

「松
」
詠
は
子
供
の
成
長
を
見
守
る
定
型
で
は
あ
る
が
、
い
ぬ
宮
の

場
合
に
は
、
以
後
も

「姫
松
」
の
輸
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

「
蔵
開
・
上
」
巻
、
い
ぬ
宮
の
五
十
日
の
祝
い
の
唱
和
歌
で
は
、
外
祖
父
の
朱

雀
帝
か
ら
の
松
鶴
の
洲
浜
と
餅
、
贈
歌
に
和
し
て
、
大
宮
以
下
、
一
族
が
そ
の
将

来
像
を
書
き
つ
け
て
い
く
。

(
大
宮
)
我
下
り
て
松
の
餅
を
食
は
す
れ
ば
千
歳
も
継
ぎ
て
生
ひ
ょ
と
ぞ
思

ふ

(
仁
寿
殿
)
生
ひ
の
間
に
ち
を
の
み
知
れ
る
緑
子
の
松
の
餅
を
い
か
が
食
ふ

ら
む

(女

二
呂
)
食
ひ
初
む
る
今
日
や
千
代
を
も
習
ふ
ら
む
松
の
餅
に
心
移
り
て

(
仲
忠
)
千
歳
経
る
松
の
餅
は
食
ひ
つ
め
り
今
は
御
笠
の
劣
ら
で
も
が
な

(
忠
康
)
姫
松
も
鶴
も
並
び
て
見
ゆ
る
に
は
い
つ
か
は
御
笠
の
あ
ら
む
と
す

ら

む

(

五

一

九

頁

)

祖
母
仁
寿
殿
女
御
主
催
の
祝
儀
は
、
仁
寿
殿
女
御
が
儀
式
に
不
慣
れ
の
た
め
、

曾
祖
母
の
嵯
峨
院
皇
女
大
宮
が
招
か
れ
、
助
力
し
て
成
る
。
大
宮
は
「
我
下
り
て

松
の
餅
を
食
は
す
れ
ば
」
と
、
い
ぬ
宮
に
「
食
」
を
通
じ
て
自
身
の
長
寿
と
栄
華

の
幸
運
を
転
写
す
る
。
い
ぬ
宮
の
生
誕
儀
礼
は
、
嵯
峨
院
皇
統
の
女
性
の
系
譜
を

遡
及
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
協
力
と
系
譜
は
、
贈
ら
れ
た
洲
浜
の
黄
金
の
杭
に
書
か

れ
た
御
製
に
唱
和
し
、
順
に
書
き
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
物
語
に
定
位
さ
れ
て
い

く
。
こ
こ
で
の
「
姫
松
」
と
「
御
笠
」
の
縁
語
は
慶
寿
と
子
孫
繁
栄
を
予
祝
す
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
歌
語
「
ま
っ
か
さ
」
は

「松
蓋
」
に
通
ず
る
と
い
う
。

更
に
、
「
蔵
開
・
下
」
巻
、
俊
蔭
娘
主
催
の
い
ぬ
宮
の
百
日
の
祝
い
は
、
正
月
乙

子
の
日
が
重
な
る
。
「子
の
日
の
松
」
と
い
ぬ
宮
生
誕
儀
礼
と
の
結
び
つ
き
は
極
め

て
強
い
。(仁

寿
殿
)
よ
ろ
づ
世
の
行
く
方
も
知
ら
で
生
ひ
出
づ
る
小
松
に
今
日
ぞ
子

の
日
知
ら
す
る

(
藤
査
)
よ
ろ
づ
世
の
子
の
日
知
る
ら
む
姫
松
に
つ
く
べ
き
言
の
我
も
あ
る

か
な

(
兼
雅
)
百
日
川
今
日
と
知
ら
せ
つ
乙
子
を
ぞ
数
へ
て
千
代
と
な
せ
よ
姫
松

(仁
寿
殿
)
生
ひ
て
さ
は
百
日
川
に
ゃ
な
り
に
け
る
子
の
日
を
千
代
と
数
ふ

べ
き
松

nu 
q
L
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(
俊
蔭
娘
)
数
へ
た
る
今
日
を
今
日
知
る
姫
松
は
千
代
て
ふ
こ
と
は
習
は
ざ

ら
め
や

(
女
二
百
)
姫
松
は
子
の
日
を
多
く
数
へ
つ
つ
あ
ま
た
の
世
を
も
過
ぐ
す
ベ

き
か
な

(
仲
忠
)
姫
松
は
乙
子
の
限
り
数
へ
つ
つ
千
歳
の
春
は
見
っ
と
知
ら
な
む

(六
O
五
1
六
O
六
頁
)

正
月
の
年
中
行
事
「
子
の
日
の
松
」
は
経
年
の
象
徴
で
あ
り
、
千
歳
の
春
や
長

寿
を
呼
び
込
む
コ
ー
ド
と
な
る
。
こ
こ
で
は
乙
子
の
日
の
設
定
も
注
意
さ
れ
よ

う
。
「
菊
の
宴
」
巻
、
嵯
峨
院
大
后
の
宮
の
六
十
賀
も
正
月
二
十
七
日
の
乙
子
に
行

わ
れ
、
賀
宴
で
は
、
次
の
よ
う
な
月
次
扉
風
歌
、
唱
和
歌
が
示
さ
れ
る
。

正
月
。
子
の
日
し
た
る
所
に
、
岩
に
、
松
生
ひ
た
り
。
て
う
に
、

鶴

遊

べ

り

。

右

大

将

A 

岩
の
上
に
鶴
の
落
と
せ
る
松
の
実
は
生
ひ
に
け
ら
し
な
今
日
に
会
ふ
と

て

(

御

扉

風

歌

、

一

三

五

頁

)

御
挿
頭
、
尚
侍
の
殿
、
松
の
下
に
、
鶴
据
ゑ
て
、

(
尚
侍
)
お
の
れ
だ
に
齢
久
し
き
葦
鶴
の
ね
の
ひ
の
松
の
陰
に
隠
る
る

(
大
后
)
我
一
人
鶴
と
松
と
を
見
る
よ
り
も
一
つ
一
つ
は
君
に
と
ぞ
思

ふ

さ

二

七

頁

)

(
大
后
)
常
よ
り
も
今
日
の
ね
の
日
の
う
れ
し
き
は
ひ
く
松
の
緒
を
聞

く
に
ぞ
あ
り
け
る

(
あ
て
宮
)
野
隠
れ
て
風
の
調
べ
の
松
の
ね
は
今
日
も
ひ
か
れ
ぬ
も
の

に
ぞ
あ
り
け
る
(
女
楽
後
の
唱
和
歌
、
三
一
九
頁
)

嵯
峨
院
大
后
を
め
ぐ
る
賀
の
歌
群
は
、
「
子
の
日
の
松
の
蔭
、
松
の
実
、
鶴
、
松

風
の
音
、
根
、
ひ
く
」
と
、
定
型
な
が
ら
も
い
ぬ
宮
関
連
の
儀
礼
歌
に
共
通
す
る

B C 

歌
語
を
揃
え
て
い
る
。
子
の
日
の
松
の
「
ね
」
を
「
ひ
く
」
行
為
は
、
弾
琴
の
縁

語
で
あ
る
。

c、
更
に
六
十
賀
で
は
、
后
の
宮
、
女
一
宮
、
あ
て
宮
ら
の
琴
弾
奏

が
あ
り
、
あ
て
宮
の
音
質
が
仲
忠
と
通
う
こ
と
も
知
覚
さ
れ
て
い
ふ
r

儀
礼
の
場

に
弾
琴
が
加
わ
る
こ
と
も
、
秘
琴
伝
授
を
期
待
さ
れ
て
き
た
い
ぬ
宮
関
係
の
儀
礼

と
共
通
す
る
。
嵯
峨
院
大
后
は
、
俊
蔭
娘
の
琴
の
音
質
を
知
悉
す
る
人
物
で
あ
り
、

十
年
後
の
京
極
邸
行
幸
に
も
娘
嵯
峨
院
小
宮
と
と
も
に
参
加
す
る
(
「
楼
の
上
・
下
」

九
一
四
頁
)
。
大
后
は
、
「
后
と
聞
こ
ゆ
る
中
に
す
ぐ
れ
給
へ
る
太
皇
太
后
宮
」
(
九

二
八
頁
)
と
、
世
評
も
高
く
、
嵯
峨
院
と
並
ん
で
、
皇
統
の
女
達
の
視
座
か
ら
秘

琴
伝
授
の
行
方
を
見
定
め
る
視
点
人
物
で
あ
り
、
そ
の
長
命
と
栄
華
は
、
后
が
ね

と
し
て
養
育
さ
れ
る
い
ぬ
宮
の
将
来
像
を
暗
示
し
て
い
る
。

「
楼
の
上
・
下
」
巻
、
い
ぬ
宮
の
秘
琴
弾
琴
で
は
、
感
極
ま
っ
た
嵯
峨
院
が
高

麗
笛
を
合
奏
し
て
、
新
羅
舞
を
舞
い
、
や
は
り
い
ぬ
宮
を
「
姫
小
松
」
に
陥
え
て

い
る
。

可
E
ム

ワ
μ

「
さ
ら
に
、
稚
児
の
弾
き
給
ふ
や
う
な
ら
ず
。
『
手
の
な
り
に
け
る
こ
と
」

と
、
い
み
じ
く
あ
は
れ
な
る
に
、
え
堪
へ
ず
」
と
の
た
ま
は
せ
て
、
立
ち
て

舞
は
せ
給
ひ
っ
つ
、

(
嵯
峨
)
姫
小
松
ひ
き
つ
る
こ
と
に
忍
び
あ
へ
ず
白
き
頭
の
新
羅
舞
せ
む

(
九
三
一
六
頁
)

御
詠
の
上
匂
に
も
、
子
の
日
の
「
小
松
引
き
」
と
弾
琴
が
掛
け
ら
れ
て
お
り
、

『
う
つ
ほ
物
語
」
で
は
子
の
日
の
松
は
弾
琴
に
密
接
す
る
語
と
い
え
る
。
「
姫
松
」

の
輸
は
、
涼
と
仲
忠
の
婚
姻
儀
礼
歌
(
「
沖
つ
白
波
」
四
四
九
頁
)
や
朱
雀
帝
か
ら

俊
蔭
娘
へ
の
未
練
の
贈
歌
に
も
あ
り
(
「
姫
松
の
鶴
の
千
歳
は
変
は
る
と
も
同
じ
河

辺
の
水
と
流
れ
む
」
「
尚
侍
の
か
み
」
四
二
一
三
頁
)
、
異
能
を
持
つ
い
ぬ
宮
の
成
長

に
は
、
秘
琴
伝
授
に
加
え
て
、
皇
統
や
諸
家
の
系
譜
な
ど
各
世
代
の
記
憶
と
希
望
、
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が
集
約
し
た
形
で
投
影
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
い
ぬ
宮
の
成
長
と
「
松
」
の

輸
系
は
、
や
が
て
京
極
邸
の
子
の
日
の
松
に
象
徴
さ
れ
、
集
約
さ
れ
る
。

京
極
邸
の
庭
園
構
造
|
樹
形
か
ら
|

次
は
、
嵯
峨
院
視
点
か
ら
認
知
さ
れ
た
京
極
邸
の
庭
園
の
樹
木
描
写
で
あ
る
。

嵯
峨
の
院
、
楼
の
上
に
さ
し
上
り
て
、
「
い
と
厳
め
し
き
森
の
や
う
に
て
、

桜
の
木
あ
り
。
あ
は
れ
、
こ
の
木
見
る
こ
そ
、
い
と
恐
ろ
し
け
れ
。
昔
、
十

余
歳
に
て
、
春
ご
と
に
来
つ
つ
、
書
見
る
と
て
、
見
困
じ
て
下
り
つ
つ
遊
び

し
。
い
で
こ
の
楼
な
ら
ば
、
及
び
な
む
や
」
と
て
、

(
嵯
峨
)
春
来
て
は
わ
が
袖
懸
け
し
桜
花
今
は
木
高
き
枝
見
つ
る
か
な

近
う
候
ひ
給
ふ
源
中
納
言
、

(
涼
)
か
ね
て
よ
り
雲
懸
か
り
け
る
桜
花
む
べ
こ
そ
末
の
木
高
か
り
け
れ

宮
内
卿
、
歳
七
十
な
る
、
「
あ
は
れ
、
昔
を
思
ひ
出
で
侍
れ
ば
、
あ
の
岩
の
も

と
の
松
の
木
は
、
か
の
山
に
侍
り
し
を
、
子
の
日
に
お
は
し
ま
し
て
、
引
き

植
ゑ
侍
り
し
ぞ
か
し
」
と
奏
し
給
ふ
。
七
、
八
樹
ば
か
り
し
て
、

上
に
平
み

た
る
松
を
見
や
り
て
、
宮
内
卿
兼
覧
、

(
兼
覧
)
引
き
植
ゑ
し
子
の
日
の
松
も
老
い
に
け
り
千
代
の
末
に
も
あ
ひ

見
つ
る
か
な

こ
の
歌
を
、
嵯
峨
の
院
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
が
り
た
ま
ひ
で
、
・
:

(
「
楼
の
上
・
下
」
九
四
0
1
九
四
一
頁
)

嵯
峨
院
は
「
厳
め
し
き
森
の
や
う
」
な
大
桜
の
枝
振
り
に
少
年
時
代
を
想
起
し
、

「子
の
日
の
松
」
の
成
長
ぶ
り
に
積
年
を
回
顧
す
る
。
三
田
村
雅
子
氏
は
、
物
語
の

結
末
に
巨
木
を
配
す
る
伝
統
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
、
当
該
場
面
に
関
し
て
、

「
桜
は
王
権
構
造
を
表
し
、
そ
の
隣
の
松
の
巨
木
は
臣
下
の
奉
仕
を
語
る
も
の
」
で

あ
り
、
巨
木
に
一
族
の
繁
栄
を
象
徴
さ
せ
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。
加
え
て
、
こ
こ

で
は
「
子
の
日
の
松
」
の
樹
形
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

俊
蔭
以
前
か
ら
当
地
に
根
付
く
大
樹
は
、
長
寿
を
保
つ
嵯
峨
院
に
擬
さ
れ
、
ま

た
、
松
の
陰
を
理
想
と
す
る
「
う
つ
ほ
物
語
』
の
指
向
性
を
再
認
識
し
た
も
の
で

あ
る
。
松
の
「
上
に
平
み
た
る
」
樹
形
は
、
解
釈
に
揺
れ
が
あ
る
が
、
首
麻
良
子

氏
は
、
漢
詩
文
に
見
ら
れ
る
蓋
型
の
松

「松
葦
」
で
あ
り
、
「
神
仙
思
想
や
ユ
ー
ト

ピ
ア
」
を
象
徴
す
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
日
本
の
民
間
信
仰
に
あ
る

「笠
松
」

や
「
笠
杉
」
の
神
聖
性
を
示
す
も
の
に
も
当
た
る
。
「
延
喜
式
』
「
瑞
祥
」
で
も
、

・
平
露
[
樹
名
也
。
其
形
如
蓋
生
於
庭
。
以
候
四
方
之
正
也
。
一
方
不
正
則
膳

一
方
而
特
傾
也
。
]
(
瑞
祥
・
大
瑞
)

・
華
平
[
其
枝
正
平
。
王
者
聴
強
則
仰
。
弱
則
低
也
。]
(五
二
七
1
五
二
八
頁
)

な
ど
、
や
は
り
蓋
型
や
枝
を
平
ら
に
張
る
樹
形
が
瑞
兆
と
さ
れ
て
い
る
。
千
年
の

松
は
「
恒
葦
」
と
も
い
い
、
天
蓋
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。
な
お
、
「
寓
葉
集
』
巻
五

「
梅
花
歌
三
十
二
首
」
で
は
、
「
松
蓋
」
と
と
も
に
、
「
天
を
蓋
に
し
地
を
坐
に
し
、
膝

を
促
け
腸
を
飛
ば
す
。」
(②
四

一
頁
)
と
あ
り
、
理
想
の
空
間
と
し
て
蓋
下
の
時

空
が
あ
る
。
京
極
邸
の
庭
園
は
、
「
唐
傘
の
柄
」
状
の
滝
、
二
棟
の
楼
問
、
大
木
群

を
縦
軸
に
、
枚
を
平
ら
に
大
き
く
張
る
樹
形
を
横
軸
に
と
る
立
体
構
造
を
な
し
、

そ
の
下
に
人
々
を
集
わ
せ
る
株
態
で
あ
る
。

京
極
邸
庭
園
に
お
け
る
語
り
は
、
朱
雀
院
に
よ
る

「円
居
」
の
家
褒
め
歌
と
、

嵯
峨
院
の
樹
木
褒
め
、
及
び
邸
宅
史
の
保
証
に
よ
っ
て
な
る
。
「
子
の
日
の
松
」
の

成
長
は
、
京
極
邸
を
叙
爵
し
た
二
院
の
恩
沢
に
も
通
じ
、
統
治
者
に
よ
る
賀
歌
を

得
て
新
生
京
極
邸
の
庭
園
空
間
は
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
子
の
日
の
松
は

時
間
・
年
齢
を
表
す
指
標
で
あ
り
、
い
ぬ
宮
の
生
長
と
松
の
輸
は
そ
の
ま
ま
京
極

つ白ワ臼
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邸
の
復
興
と
そ
の
後
の
展
開
を
方
向
付
け
る
。
「
姫
松
」
い
ぬ
宮
と
、
成
長
後
の
姿

を
暗
示
す
る
「
子
の
日
の
老
松
」
は
、
ゆ
く
ゆ
く
秘
琴
の
力
を
持
つ
理
想
の
大
后

と
な
る
で
あ
ろ
う
い
ぬ
宮
の
下
に
、
宮
人
が
集
い
、
よ
り
高
次
の
治
世
が
為
る
、

と
い
う
次
代
の
政
権
構
造
と
栄
撃
を
予
祝
す
る
。
か
つ
て
正
頼
を
中
核
に
繰
り
返

さ
れ
た
「
樹
下
の
円
居
」
と
い
う
理
想
の
君
臣
の
場
は
、
近
い
将
来
、
京
極
邸
に

お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

物
語
の
樹
形
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
未
詳
本
文
が
あ
る
。
「
楼
の
上
・
下
」

巻
、
七
夕
の
弾
琴
直
前
、
俊
蔭
娘
が
「
俊
蔭
」
巻
の
杉
の
う
つ
ほ
に
隠
し
た
秘
琴

を
取
っ
て
来
さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。

御
座
敷
か
せ
て
、
か
ら
か
さ
、
か
の
木
の
う
つ
ほ
に
置
き
給
う
し
南
風
・
波

斯
風
を
、
我
弾
き
給
ひ
、
細
緒
を
い
ぬ
宮
、
龍
角
を
大
将
に
泰
り
給
ひ
て
、

曲
の
物
た
だ
一
つ
を
、
同
じ
声
に
て
弾
き
給
ふ
。
(
九
O
五
頁
)

傍
線
部
の
未
詳
本
文
「
か
ら
か
さ
、
か
の
木
の
う
つ
ほ
」
は
、
諸
本
は
一
致
す

る
も
の
の
、
解
釈
が
分
か
れ
て
い
る
。
お
う
ふ
う
は
文
意
未
詳
(
九
O
五
頁
)
と

し
、
明
治
書
院
は
「
脱
文
」
の
可
能
性
を
指
摘
(
二
三
四
頁
)
、
角
川
文
庫
や
小
学

館
は
「
か
ら
か
さ
」
を
「
尚
侍
の
殿
」
と
校
訂
す
ね
r

『
う
つ
ほ
物
語
』
中
の
「
唐

傘
」
の
用
例
は
先
の
「
唐
傘
の
柄
」
状
の
滝
と
二
例
の
み
で
あ
る
。
「
俊
蔭
」
巻
の

う
つ
ほ
の
大
杉
は
、
「
い
み
じ
う
厳
め
し
き
杉
の
木
の
、
四
つ
、
物
を
合
は
せ
た
る

や
う
に
て
立
て
る
が
、
大
き
な
る
屋
の
ほ
ど
に
空
き
合
ひ
で
あ
る
」
(
三
八
頁
)
と
、

笠
杉
を
思
わ
せ
る
形
状
を
な
い
「
「
仏
の
現
じ
給
へ
る
所
」
(
四
一
頁
)
と
、
仙
境

を
築
い
て
お
り
、
京
極
邸
の
樹
形
と
も
共
通
性
が
あ
る
。
仏
教
説
話
に
も
、
聖
者

の
住
ま
い
に
笠
型
の
木
を
用
い
た
例
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
『
大
日
本
国
法
華
経

験
記
」
を
挙
げ
る
。

苔
敷
き
篠
生
ひ
て
、
量
僅
に
二
丈
、

一
の
岩
洞
あ
り
。
希
有
に
絶
妙
な
り
。

大
な
る
松
の
樹
あ
り
、
根
は
岩
の
上
に
宿
る
。
枝
葉
四
に
垂
れ
て
、
洞
の
前

の
庭
を
覆
ひ
、
風
の
松
を
吹
く
声
は
、
音
楽
に
異
な
ら
ず
。
雨
降
れ
ど
も
笠

の
ご
と
く
、
庭
の
上
を
湿
さ
ず
。
熱
き
時
に
は
松
能
く
清
冷
の
影
を
作
し
、

寒
き
時
に
は
任
運
に
媛
温
の
気
あ
り
。
:
・
鹿
・
熊
・
欄
張
及
び
余
の
鳥
獣
、

諸
の
呆
・
蔵
を
持
ち
て
、
仙
人
に
供
養
せ
り
。

(
路
)

(
第
十
八
「
比
良
山
の
持
経
者
蓮
寂
仙
人
」
巻
上
七
六
頁
)

聖
者
の
生
活
空
間
で
は
、
天
蓋
型
の
岩
松
に
守
ら
れ
、
松
風
が
音
楽
と
な
り
、

鳥
獣
が
供
物
を
供
養
し
て
お
り
、
う
つ
ほ
の
住
環
境
に
も
似
る
。
「
楼
の
上
・
下
」

巻
の
未
詳
本
文
は
、
「
唐
傘
様
の
木
の
う
つ
ほ
」
の
意
と
解
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

か
つ
て
の
う
つ
ほ
住
み
の
空
間
は
、
「
楼
の
上
」
巻
に
至
り
、
仙
境
の
共
通
語
「
か

ら
か
さ
」
を
媒
介
と
し
て
秘
琴
と
共
に
京
極
邸
庭
園
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に
|
俊
蔭
一
族
と
皇
統
の
人
々
1

Q
d
 

つ臼

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
京
極
邸
の
庭
園
造
詣
に
は
、
君
臣
和
楽
の
場
を
演

出
、
提
供
す
る
意
図
が
見
え
る
。
そ
も
そ
も
秘
琴
披
露
は
、
嵯
峨
院
の
意
向
に

よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
。
嵯
峨
院
造
型
は
、
強
健
な
嵯
峨
天
皇
を
準
拠
と
す
る
と
い

う
が
、
物
語
で
も
仲
忠
は
嵯
峨
院
に
対
し
て
は
格
別
に
心
を
砕
き
、
暇
乞
い
の
謁

見
の
後
に
も
、
「
い
と
恐
ろ
し
う
、
御
歳
の
ほ
ど
よ
り
は
、
賢
し
う
、
物
や
仰
せ
ら

(
却
)

る
る
君
」
(
「
楼
の
上
・
下
」
八
六
二
頁
)
と
こ
ぼ
し
て
い
る
。
嵯
峨
院
の
「
恐
ろ

し
さ
」
は
京
極
邸
前
史
を
も
直
接
見
知
り
、
俊
蔭
一
族
全
員
の
音
質
を
知
る
視
点

の
厳
格
さ
に
あ
る
。
嵯
峨
院
の
傍
服
視
点
と
眼
力
は
、
秘
琴
伝
授
の
質
を
外
側
か

ら
支
え
、
見
極
め
る
一
指
標
で
も
あ
る
。
ま
た
、
『
う
つ
ほ
物
語
」
の
「
恐
ろ
し
」
は
、

東
宮
も
気
を
置
く
嵯
峨
院
小
宮
や
、
逸
脱
、
異
能
を
字
む
者
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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例
え
ば
い
ぬ
宮
の
卓
抜
し
た
琴
の
資
質
も
、

尚
侍
の
お
と
ど
、
「
げ
に
、
そ
の
御
こ
と
を
な
む
、
こ
こ
に
も
思
ひ
給
ふ
る
。

い
と
篤
し
く
も
な
り
に
た
る
を
、
さ
ら
ば
、
早
う
思
し
立
て
か
し
。
い
と
恐

ろ
し
う
も
、
物
の
心
、
ょ
う
思
ひ
知
り
た
る
様
に
お
は
す
れ
ば
、
い
と
ょ
う

弾

か

せ

奉

り

給

ひ

て

む

」

(

「

楼

の

上

・

上

」

八

五

O

頁

)

と
俊
蔭
娘
の
見
極
め
ら
れ
て
い
る
。
才
気
を
見
出
さ
れ
た
い
ぬ
宮
は
俊
蔭
娘
が
三

年
専
心
し
て
習
得
し
た
秘
琴
伝
授
を
、
結
果
的
に
は
一
年
で
披
露
が
可
能
に
な
る

ま
で
習
熟
す
る
。
さ
ら
に
、
秘
琴
そ
の
も
の
も
「
恐
ろ
し
き
」
ほ
ど
の
霊
威
を
二

院
に
見
せ
つ
け
る
。

御
手
す
さ
び
に
、
緒
を
一
筋
鳴
ら
さ
せ
給
ふ
に
、
響
き
、
い
と
め
づ
ら
か
な

り
。
「
あ
や
し
」
と
て
、
次
の
緒
を
掻
き
鳴
ら
さ
せ
給
ふ
に
、
つ
ゆ
ば
か
り
の

音
も
せ
ず
、
声
も
な
し
。
「
い
と
恐
ろ
し
き
物
に
こ
そ
あ
め
れ
」
と
、
上
た
ち

も
危
ふ
が
り
給
ひ
て
、
凡
帳
の
内
へ
さ
し
入
れ
さ
せ
給
ひ
っ
。

(
「
楼
の
上
・
下
」
九
一
二
三
頁
)

院
達
は
秘
琴
波
斯
風
を
弾
き
こ
な
す
こ
と
が
出
来
、
ず
、
嵯
峨
院
は
こ
れ
を
「
恐

ろ
し
」
と
感
じ
て
、
俊
蔭
娘
に
返
し
て
い
る
。
秘
琴
と
そ
れ
を
弾
き
こ
な
す
異
能

は
、
か
つ
て
俊
蔭
が
出
仕
を
拒
ん
だ
如
く
、
と
も
す
れ
ば
ま
つ
ろ
わ
ぬ
家
と
な
る

諸
刃
の
剣
で
も
あ
る
。
俊
蔭
娘
が
波
斯
風
を
奏
で
る
姿
は
、
子
の
仲
忠
を
し
て

J
も
、

大
将
は
、
い
ま
だ
、
こ
の
年
ご
ろ
、
聞
き
給
は
ぬ
に
、
「
親
」
と
も
お
ぼ
え
給

は
ず
、
気
恐
ろ
し
き
ま
で
悲
し
う
お
ぼ
え
給
ふ
。(

「
楼
の
上
・
下
」
九
一
一
一
四
頁
)

と
、
親
な
が
ら
畏
怖
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
楽
才
の
特
殊
性
は
内
外
の
視
座
か

ら
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
て
い
く
。
二
院
を
も
脅
か
す
威
力
を
持
つ
秘
琴
の
才
能

は
、
俊
蔭
一
族
と
皇
統
の
人
物
と
の
関
係
に
緊
張
感
を
生
む
。
仲
忠
は
京
極
邸
再

興
に
あ
た
り
、
一
族
の
記
録
の
講
堂
百
と
日
頃
の
忠
勤
に
加
え
、
内
外
の
邸
宅
を
整

備
し
、
人
物
関
係
の
綻
び
を
繕
っ
て
、
紐
帯
と
協
力
の
土
壌
を
強
化
し
て
き
た
が
、

そ
れ
は
、
皇
統
の
持
つ
世
俗
の
聖
性
を
も
脅
か
し
か
ね
な
い
秘
琴
伝
授
の
脅
威
を

反
照
し
て
い
る
。
京
極
邸
の
入
念
な
準
備
は
、
皇
統
と
俊
蔭
一
族
の
間
に
生
じ
る

緊
張
を
緩
和
さ
せ
る
服
属
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
朱
雀
院
の
孫
で
あ
る

い
ぬ
宮
の
入
内
が
ほ
の
め
か
さ
れ
る
巻
末
に
は
、
異
才
を
も
っ
て
皇
統
を
支
え
て

い
く
俊
蔭
一
族
の
、
補
翼
の
役
割
が
明
確
化
さ
れ
て
く
る
。

君
臣
の
調
和
を
意
図
す
る
京
極
邸
の
様
態
は
、
「
楼
の
上
」
巻
以
後
の
、
東
宮
と

い
ぬ
宮
を
中
心
に
展
開
す
る
人
間
関
係
を
雄
弁
に
語
り
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
注
}

1

「
う
つ
ほ
物
語
」
の
本
文
は

『う
つ
ほ
物
語
全
改
訂
版
』
(
お
う
ふ
う
)
に
、

『
源
氏
物
語
』
「
寓
葉
集
』
は
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
(
小
学
館
)
に
よ
る
。

2

な
お
、
別
稿
に
お
い
て
、
「
楼
の
上
」
巻
の
京
極
邸
の
「
し
つ
ら
ひ
」
か
ら
も

仲
忠
の
志
向
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
京
極
邸
の
精
美
を
尽
く
し
た
「
し
つ
ら

ひ
」
は
、
秘
琴
を
支
援
す
る
主
家
の
高
徳
を
反
映
し
て
、
主
従
関
係
の
結
束
を

確
認
す
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。

3

「
平
安
初
期
に
お
け
る
貴
族
の
邸
宅
」
(
「
寝
殿
造
の
研
究
」
第
二
章
古
川
弘

文
館
一
九
八
七
年
)

4

「
「
楼
の
上
」
巻
名
試
論
l

『
宇
津
保
物
語
』
の
音
楽
」
(
「
国
語
語
文
」
六
O

|
六
一
九
九
一
年
六
月
)
。
正
道
寺
康
子
氏
も
波
斯
国
西
方
の
仙
境
の
イ

メ
ー
ジ
や
浄
土
式
庭
園
の
要
素
を
見
る
(
「
物
語
作
者
の
思
想
形
成
主
題
と
の

関
連
」
『
う
つ
ほ
物
語
引
用
漢
籍
注
疏
洞
中
最
秘
紗
』
四
四
O
頁

新

典

社

d
斗
ム

円
ノ
“
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0
0
五
年
)

0

5

「
校
注
古
典
叢
書
う
つ
ほ
物
語
五
』
解
説
(
明
治
書
院
一
九
九
九
年
)

6

「
俊
蔭
一
族
の
物
語
と
楼
」
(
「
中
古
文
学
」
七
六
号
二
O
O
五
年
十
月
)

0

ほ

か
に
、
江
戸
英
雄
氏
も
正
頼
や
俊
蔭
一
族
以
外
の
邸
宅
に
も
言
及
さ
れ
る
(
「
『
う

つ
ほ
物
語
」
の
邸
宅
」
『
う
つ
ほ
物
語
の
表
現
形
成
と
享
受
』
勉
誠
出
版
二
O

O
八
年
)
。

7

「
う
つ
ほ
物
語
と
庭
園
の
問
題
」
(
「
日
本
文
学
」
五
二
|
五
二
O
O
一
二
年
五

月
)

8

「
玉
の
庭
園
|
『
う
つ
ほ
物
語
』
吹
上
巻
か
ら
「
源
氏
物
語
』
胡
蝶
巻
へ
|
」
(
「
源

氏
物
語
の
生
成
|
古
代
か
ら
読
む
|
」
武
蔵
野
書
院
二
O
O
四
年
)
、
「
物
語

の
庭
園
と
水
の
聖
域
|
「
う
つ
ほ
物
語
』
桂
邸
を
中
心
に
」
(
『
王
朝
文
学
と
建
築
・

庭
園
(
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
1
)
』
竹
林
舎
二
O
O
七
年
)

0

9

俊
蔭
の
京
極
邸
の
「
し
つ
ら
ひ
」
と
作
庭
は
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

一
人
隠
れ
居
る
ば
か
り
の
扉
風
・
凡
帳
、
着
る
物
ば
か
り
は
、
さ
は
言

へ
ど
、
広
か
り
し
所
の
名
残
り
に
、
な
く
な
り
ぬ
と
見
れ
ど
、
な
ほ
し

つ
ら
ひ
で
あ
り
。
父
ぬ
し
、
物
の
器
用
あ
り
、
心
憎
き
所
あ
り
し
人
な

れ
ば
、
家
の
様
を
か
し
う
面
白
か
り
し
所
な
れ
ば
、
池
広
く
、
植
木
面

白
く
、
草
の
様
・
気
色
な
ど
な
べ
て
な
ら
ず
面
白
き
所
に
て
:
・
。

(
「
俊
蔭
」
二
一
一
一
1
二
四
頁
)

叩
『
作
庭
記
」
に
は
、
大
滝
の
姿
は
不
動
明
王
と
脇
士
の
二
童
子
を
表
す
、
と
あ

る
(
『
日
本
思
想
大
系
古
代
中
世
芸
術
論
』
二
三
三
頁
岩
波
書
庖
一
九
七

三
年
)
。
小
山
利
彦
氏
は
、
滝
殿
の
あ
り
方
に
仙
境
を
見
る
(
「
嵯
峨
御
堂
の
「
滝

殿
」
」
『
源
氏
物
語
へ
源
氏
物
語
か
ら
』
笠
間
書
院
二
O
O
七
年
)

0

日
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』
(
小
学
館
)
に
は
、
「
ま
ど
い
【
円
居
}
①
一
集

ま
っ
て
ま
る
く
居
並
ぶ
こ
と
。
く
る
ま
ざ
。
田
襲
。
②
ひ
と
所
に
集
ま
り
会
す

る
こ
と
。
会
合
。
特
に
、
親
し
い
者
同
士
の
楽
し
い
集
ま
り
。
団
襲
。
」
と
あ
る
o

u
用
例
は
『
古
今
和
歌
集
」
八
六
四
番
、
「
後
撰
和
歌
集
』
四
五
(
詞
書
)
、
一

O
九
七
・
一

O
九
八
番
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
五
七
七
番
(
神
楽
歌
に
同
)
、
「
古
今

和
歌
六
帖
」
に
も
二
例
あ
る
。

日
本
文
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
古
代
歌
謡
集
』
(
岩
波
書
庖
)
に
よ
る
o

u
右
兵
衛
尉
元
輔
、
「
円
居
に
足
ら
ぬ
月
」
、

わ
が
友
の
野
辺
の
円
居
に
遅
る
る
は
過
ぎ
に
け
ら
し
な
春
の
望
月

(
一
四
三
1
一
四
回
頁
)

日
本
文
の
引
用
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
』
(
岩
波
書
宿
)
に
よ
る
。
西
本
香
子

氏
は
、
仲
忠
の
桂
邸
に
お
け
る
樹
下
の
男
宮
達
、
続
く
女
宮
達
の
唱
和
歌
に
、

孝
徳
天
皇
の
誓
約
に
似
る
不
変
の
紐
帯
と
水
の
聖
域
の
神
に
対
す
る
誓
い
を
読

ま
れ
る
(
前
掲
注

(8)
「
物
語
の
庭
園
と
水
の
聖
域
」
論
)
。

日
「
木
々
の
梢
・
木
々
の
蔭
|
源
氏
物
語
の
庭
の
景
観
」
(
「
日
本
文
学
」
五
一
一
-
|

五

二

O
O
三
年
五
月
)
、
「
(
講
演
録
)
樹
々
の
蔭
」
(
「
学
習
院
大
学
史
料
館
紀

要
」
一
五
号
、
二
O
O
九
年
二
一
月
)
。

汀
「
う
つ
ほ
物
語
の
「
ひ
め
ま
つ
」
の
臨
」
(
「
物
語
研
究
会
会
報
」
第
一
七
号

一
九
八
六
年
八
月
)

日
ほ
か
に
、
子
の
成
長
を
松
で
輸
し
た
例
が
「
吹
上
・
下
」
嵯
峨
院
の
吹
上
行

幸
に
見
ら
れ
る
。
嵯
峨
院
は
落
胤
源
涼
の
弾
琴
に
感
応
し
、
涼
を
讃
え
て
二
人

の
兄
親
王
達
と
唱
和
す
る
。

(
嵯
峨
院
)
昨
日
ま
で
二
葉
の
松
と
聞
こ
え
し
を
陰
さ
す
ま
で
も
な
り
に
け

る
か
な

(
式
部
卿
の
親
王
)
根
を
広
み
陰
も
及
ば
ぬ
庭
の
松
に
枝
の
並
ぶ
ぞ
う
れ
し
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か
り
け
る

(
兵
部
卿
の
親
王
)
昨
日
今
日
岸
よ
り
生
ふ
る
松
な
れ
ど
す
ぐ
れ
て
さ
せ
る

枝

に

も

あ

る

か

な

(

「

吹

上

・

下

」

二

八

一

二

頁

)

叩
「
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
頭
注
。
ま
た
、
「
「
姫
松
」
に
い
ぬ
宮
を
、
「
鶴
」

に
藤
壷
腹
の
二
人
の
皇
子
を
た
と
え
る
o
」
と
も
あ
る
。
「
楼
の
上
・
下
」
巻
の

い
ぬ
宮
の
弾
琴
す
る
姿
に
対
し
て
、
母
女
一
宮
は
、
五
十
日
の
祝
い
を
「
親
宮

の
、
か
の
五
十
日
の
餅
参
り
し
ほ
ど
の
、
「
昨
日
今
日
」
と
思
す
に
、
い
と
あ
は

れ
な
り
に
と
回
想
し
、
一
方
、
藤
査
は
、
「
こ
れ
を
、
『
わ
が
御
子
』
と
思
は
ま

し
か
ぱ
」
(
「
楼
の
上
・
下
」
九
三
九
頁
)
と
羨
む
。

加
古
麻
良
子
氏
「
歌
語
「
ま
っ
か
さ
」
考
(
「
和
歌
文
学
研
究
」
八
六
号
二
O

O
一
二
年
六
月
)

担
あ
て
宮
の
音
質
は
仲
忠
自
身
に
よ
っ
て
、
「
誰
な
ら
む
。
わ
が
手
に
お
ぼ
え

た
る
か
な
。
『
あ
ら
じ
」
と
思
ふ
も
の
を
」
(
コ
二
八
百
ハ
)
と
確
認
さ
れ
、
秘
琴

の
後
継
者
仲
忠
の
音
質
の
素
地
が
、
源
家
に
通
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

辺
前
掲
注
(
日
)
「
(
講
演
録
)
樹
々
の
蔭
」
論
に
同
じ
。
室
城
秀
之
氏
は
、
桜

に
物
語
の
節
目
と
新
た
な
展
開
を
示
す
象
徴
性
を
示
唆
さ
れ
る
(
「
『
う
つ
ほ
物

語
』
の
桜
」
「
国
文
学
」
四
六
|
五
二
O

O
一
年
四
月
)
。

お
前
掲
注
(
却
)
に
同
じ
。

『日
本
古
典
文
学
大
系
』
頭
注
も
「
上
が
平
た
い
笠

の
よ
う
に
な
っ
た
松
」
と
指
摘
す
る
。
樹
蔭
の
効
果
に
つ
い
て
は
三
田
村
雅
子

氏
(
前
掲
注
(
日
)
)
ほ
か
、
正
道
寺
康
子
氏
に
一
連
の
聖
樹
考
が
あ
り
、
物
語

を
貫
く
「
生
命
の
樹
」
思
想
を
一
不
さ
れ
、
京
極
邸
の
楼
は
「
宇
宙
樹
の
変
形
」
で

あ
る
と
さ
れ
る
(
「
物
語
作
家
の
思
想
形
成
主
題
と
の
関
連
」
「
う
つ
ほ
物
語

引
用
漢
籍
注
疏
洞
中
最
秘
妙
』
解

題

新

典

杜

二

O
O
五
年
、
「
『
う
つ
ほ
物

語
』
の
音
楽
と
樹
木
神
話
」
「
ア
ジ
ア
遊
学
」
一
一
一
六
号
二
O

O
九
年
九
月
)
。

担
「
日
本
民
俗
大
辞
典
」
(
吉
川
弘
文
館
一
九
九
九
年
)
「
笠
杉
」
の
項
目
に

は
、
「
笠
の
よ
う
な
形
の
杉
や
、
貴
人
が
笠
を
掛
け
た
と
い
う
伝
説
を
伴
う
杉
。

滋
賀
県
甲
賀
郡
水
口
町
高
山
に
は
、
幹
が
コ
一
つ
に
分
か
れ
た
杉
の
大
木
が
あ

り
、
村
人
は
こ
の
杉
を
神
木
と
し
て
信
仰
し
、
癒
山
神
社
と
し
て
ま
つ
っ
て
い

た
。
:
・
笠
の
形
を
し
た
松
や
笠
を
掛
け
た
と
い
う
松
が
、
神
の
依
代
と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
と
い
っ
て
差
し
っ
か
え
な
い
。
帯
の
よ
う
に

枝
が
広
が
っ
た
木
を
山
の
神
が
宿
る
と
考
え
て
伐
採
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

木
挽
の
聞
な
ど
で
広
く
聞
か
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
笠
の
形
を
し
た
木
が
、
神
の

依
代
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
」
と
あ
る
。

お
本
文
は
『
新
訂
増
補
圏
史
大
系
中
篇
』
(
吉
川
弘
文
館
)
に
よ
る
。
[
〕

内
は
割
注
を
示
す
。

お
比
較
に
用
い
た
注
釈
書
の
略
称
は
次
の
通
り
。
角
川
文
庫
(
『宇
津
保
物
語

下
巻
』
角
川
書
庖
)
、
明
治
書
院
(
『校
注
古
典
叢
書
う
つ
ほ
物
語
五
』
明
治

書
院
)
、
お
う
ふ
う
(
『う
つ
ほ
物
語
全
改
訂
版
」
お
う
ふ
う
)
、
小
学
館
(
『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
③
』
小
学
館
)
。

幻
前
掲
注
(
担
)
参
照
。

お
本
文
は
『
日
本
思
想
大
系
』
(
岩
波
書
庖
)
に
よ
る
。
本
話
は

『今
昔
物
語

集
』
に
も
所
載
さ
れ
て
い
る
。

mm

大
井
田
晴
彦
氏
「
吹
上
の
源
氏
l
涼
の
登
場
を
め
ぐ
っ
て
|
」
(
「
う
つ
ほ
物

語
の
世
界
」
九
五
頁
風
間
書
院
二
O
O
二
年
)
ほ
か
。

却
『
う
つ
ほ
物
語
」
の
「
恐
ろ
し
」
の
例
は
、
他
に
阿
修
羅
像
(
六
一
一
頁
)
や

女
二
の
宮
を
付
け
狙
い
、
仲
忠
を
凝
視
す
る
五
の
宮
、
東
宮
と
不
和
な
嵯
峨
院

小
宮
な
ど
が
あ
り
、
多
分
に
暴
威
を
は
ら
む
。
嵯
峨
院
も
「
ほ
け
ほ
け
し
」
「
ら

26 



岩原:rうつほ物語.1r楼の上」巻・京極邸の庭園造詣一子の日の松といぬ宮造型からー

う
ら
う
じ
く
、
愛
敬
づ
」
(
八
六
二
・
九
二
七
頁
)
く
温
顔
の
下
に
、
老
練
な
人

心
掌
握
術
を
持
ち
、
嵯
峨
院
小
宮
の
処
遇
に
つ
い
て
朱
雀
帝
が
東
宮
を
諌
め
て

い
る
よ
う
に
、
な
お
も
政
界
に
隠
然
た
る
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
。

出
二
院
は
皇
統
譜
へ
の
秘
琴
伝
授
を
望
み
、
秘
力
を
皇
統
に
吸
収
す
る
こ
と

で
、
皇
統
譜
の
力
を
更
に
強
化
し
よ
う
と
す
る
。
院
達
は
こ
れ
ま
で
、
東
宮
、

女
二
呂
へ
の
伝
授
を
希
望
し
、
女
一
宮
腹
の
い
ぬ
宮
へ
の
相
伝
を
援
護
し
た
o

m
仲
忠
は
院
達
か
ら
「
行
く
先
の
御
後
見
す
べ
き
人
」
(
「
蔵
間
・
中
」
五
四
九

百
九
)
と
見
込
ま
れ
、
政
治
や
学
問
面
で
重
用
、
召
喚
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う

に
多
忙
を
極
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
、
仲
忠
の
憂
愁
を
深
め
て
い
る
。

大
将
は
、
院
・
内
裏
・
春
宮
・
殿
と
、
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
ぬ
聞
に
参
り

給
ふ
。
ま
た
、
や
や
も
す
れ
ば
、
召
さ
れ
給
ふ
。
心
地
さ
へ
ょ
に
心
静
か

な
る
折
な
く
覚
え
た
ま
ふ
。
(
「
楼
の
上
・
上
」
八
四
八
頁
)

【
要
旨
}「

楼
の
上
」
巻
で
は
、
仲
忠
の
京
極
邸
再
興
と
い
ぬ
宮
へ
の
秘
琴
伝
授
、
そ
し

て
二
院
行
幸
が
行
わ
れ
る
。
庭
園
に
は
「
唐
傘
の
柄
さ
し
た
る
や
う
」
な
滝
と
、

嵯
峨
院
ゆ
か
り
の
桜
や
子
の
日
の
老
松
が
あ
り
、
院
の
共
感
体
と
し
て
京
極
邸

の
歴
史
を
も
の
語
る
。
い
ぬ
宮
関
連
の
儀
礼
歌
に
は
、
「
姫
松
」
の
輸
が
繰
り
返

さ
れ
、
百
日
の
祝
い
は
嵯
峨
院
大
后
の
六
十
賀
と
同
じ
正
月
乙
子
の
日
に
当
た

る
。
賢
く
長
命
な
大
后
の
造
型
は
、
嵯
峨
院
同
様
、
秘
琴
伝
授
を
見
定
め
る
視

点
人
物
で
あ
り
、
い
ぬ
宮
の
一
将
来
像
と
し
て
あ
る
。
ま
た
、
物
語
に
は
大
樹

の
下
に
「
円
居
」
す
る
君
臣
和
楽
の
情
景
が
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
。
京
極
邸
の

庭
園
造
詣
も
、
大
滝
、
楼
閣
、
大
樹
群
を
縦
軸
に
、
枝
を
大
き
く
張
る
樹
形
を

横
軸
に
と
る
立
体
構
造
を
な
し
、
こ
れ
は
、
い
ぬ
宮
成
長
後
、
京
極
邸
に
展
開

す
る
で
あ
ろ
う
君
臣
関
係
の
理
想
型
を
具
現
化
、
予
祝
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
仲
忠
の
二
院
へ
の
忠
勤
ぶ
り
は
、
公
式
行
事
化
し
た
京
極
邸
再
興

と
秘
琴
伝
授
が
脅
威
性
を
字
む
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

{
キ
ー
ワ
ー
ド
}

京
極
邸
庭
園

嵯
峨
院

嵯
峨
院
大
后
造
型

子
の
日
の
松

い
ぬ
宮
造
型

【
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文
題
目
】

〉
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m
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F
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H
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足
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ロ
ヨ
片
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包
丘
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5-u日
ロ
白
可
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0
・
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※ 

本
稿
は
、
日
本
文
学
協
会
第
三
十
回
研
究
発
表
大
会
(
二
O
一
O
年
六
月
二

十
六
日
、
於
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
)
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
一
部
に
基
づ
い

て
お
り
ま
す
。
席
上
、
ま
た
、
発
表
の
前
後
に
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
氏
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


